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＜賽旨＞ 第2次石油ジョ ック後， 石油代替エネルギとして， 石炭など広範囲の原料から製造できるメタ

ノールが注目されているので， その製造技術等について紹介する。

メクノールは化学工業の基幹物質の一つとして， 天然ガスを主原料として生産されているが， 常温で液

体であることに加え， 燃焼排ガスがLNG並みにクリーンであるという特徴があり， 技術的には発電用燃

料としての利用が可能である。 しかし， 経済性， 大量確保に難点があるほか， 低濃度蒸気の長 期吸入や海

上流出時の海生生物への影響など環境安全性の実証試験が国を中心として進められている段階にある。

1 製 造 技 術

メクノールは， 一酸化炭素と水素から成る合成

ガスを触媒存在下で反応させて製造する。 この合

成ガスの原料は， 各種化石燃料， バイオマスなど

炭化水素系であれば何でも利用できるが現在の主

流は天然ガスであり， 1系列当り日産2,500トン程

度の大型プラントが実現している。

一方， 石炭は資源賦存量の大きさからみれば将

来の有力なメクノール原料と目されているが， 天

然ガスに比べて製造プロセスが複雑で， 建設費，

製造コスト共， 割高であるほか， 最大のボイント

である石炭ガス化炉が研究開発の途上にあり， 当

面のソースとしては期待できない。

2 発電用燃料としてのメタノ ール

メクノー］レの燃焼試験は， ボイラについては電

カ中央研究所， 関西電力， ボイラメーカなどで，

またガスクービンについては米国サザン ・ カリフ

ォルニア ・ エジソン社などで実施された実績かあ

る。 その結果， 燃焼排ガスの性状は， 硫黄酸化物

とばいじんの発生がなく， 窒素酸化物はLNG燃

焼と同程度に低く， さらに， 懸念されたアルデヒ

ド類は， 完全燃焼によって全く発生しないか， ぁ

るいは無視できる程度の極く微量にすぎないこと

が明らかにされている。

既設石油ボイラヘの導入は， 火炉の一部改造に

より全負荷までメクノー／パ専焼が可能であり， ま

た， 既設軽油焚きガスクービンヘの導入は， 燃焼

室の改造なしで可能である。 ただし， いずれの場

合も， メクノールの単位容積当りの発熱量か石油

系 燃 料の約乃であるので， 貯蔵クンクや燃 料 配

管， ボンプなどの容量増加が必要となる。 また，

保安上の見地から， 取り扱いについてはナフサと

ほぼ同様の配慮が必要である。
一方， 燃料電池への利用も可能である。 この場

合， 現在開発が進められている天然ガスを燃料と

する場合と同様に， 水素に 改質する必要 がある

が， 改質温度は天然ガスにおける約800℃に比べ

300℃付近の低温で済むという利点がある。

3 発電用燃料としての経済性

メクノールはLNGに比べて， 製造コストは高

いが， 運搬費は安い。

天然ガスを原料とし， 海外の産ガス国でメクノ

ールに加工して， 我が国へ輸入する場合の価格を

LNGと同一条件で比較した試算によれば， 原料

ガスの価格にもよるが， 現状ではメタノールの方

が割高である。

4む す び

燃料用メクノールの実用化は， 欧米を中心とす

るガソホーJレ（ガソリンとメタノーJレ混合燃料）

が先導役となって伸長すると考えられる。

発電用燃料としてメクノールが我が国へ大量に

導入されるかどうかの鍵は， 石油やLNGなどの

需給および価格動向， メクノールの大規模， 低価

格製造体制の実現， ならびに国が中心となって進

めている環境安全性の実証試験などを踏まえての

社会的合意の形成などにかかっていると考えられ

る。 （化学研究室）
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